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研 究 業 績 日 録
1997.4-1998.3
1.本業績目録は各教官より提出されたものを収録したo
2.収録期間は1997年4月から1998年3月までに刊行(発表)
されたものとしたo
3.著者(発表者)名については,本短期大学部教官のみを挙
研究業績目録編集要綱
1.本研究業績日暮は,以下の分類により収録する｡
1)著 書 :共著,分担執筆,訳書,共訳を含む｡
2)論 文 等 :原著,総説,評論,短報,症例報告｡
3)学会発表等 :抄轟が公的な雑誌に掲載されているか,公的な抄銀集が発行されているも
のとする｡
4)講 演 二学会における特別講演,団体からの依頼講演｡
2.収録期間,収録範囲
1)収録期間は本誌発行の前年度 (4月1日～3月31日)とする｡
2)収銀範囲は本学部に在籍中に公表したものとする｡
3.業績目鼻記載方法
1)著書および論文等
著者 :本学教官以外の著者名は筆頭のみ ( )で記し,それ以外は省略する｡
その他は紀要の論文記載要領に準じる｡
2)学会発表等
発表者 ((3.1)に準じて記載)),題名,発表学会,学会年月を記載する｡
3)講演
講演者,題名,講演集合名,講演年月,講演都市名を記載する｡
I.著 書
著 者 名
1.川田智恵子
2.川田智恵子
3.加藤久美子
4.(塩El知己),浅利正二,
他
5.(伊達 勲),浅利正二,
他
6.(小野成紀),浅利正二,
他
7.(小野田恵介),
浅利正二,他
書 名
健康を求めて健康の増進と幸福
現代幸福論(吉川弘文編) Pl19-139
健康教育論
-これからの健康教育,-ルスプロモーション
にむけて一
健康教育大要
健康福祉活動の教育的側面に関する指針
(石井敏弘編) P3-ll
発 行 者 発行年
東京大学出版会 1997
(東京)
ライフ･サイエンス･1998
センター
(東京)
2.学生の人間的成長を援助することを通して恩 医歯薬出版KK 1997
着理解を可能にした看護教育カウンセリング (東京)
3.ターミナル期にある濡患者の看護カウンセリ
ングに対するスーパービジョン
ケアの質を高める看護カウンセリング
(飯田澄美子,貝藤隆子編者)
P174-183 P184-P198
血液成分,エンドセリンおよび血性髄液による 中外医学社
細胞外基質 を介 した収縮におけるPKCと (東京)
cAMPの役割について
脳血管撃縮 12 斉藤 勇,太田富雄(編)
P17-25
Corrosioncasttechniqueを用いたhenⅦlysa一 中外医学社
teによるラット血管撃縮脳底動脈の観察 (東京)
脳血管撃縮 12 斉藤 勇,太田富雄(顔)
P192-196
ラットくも膜下出血後の撃縮脳底動脈における 中外医学社
転写因子発現の経時的変化について (東京)
脳血管撃縮 12 斉藤 勇,太田富雄(編)
P224-228
サル脳血管撃縮モデルに対する遺伝子治療の試み 中外医学社
脳血管撃縮 12 斉藤 勇,太田富雄(編) (東京)
P281-285
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1997
1997
1997
1997
8.鹿田和弘
9.杉田勝彦,他
医療技術者のための図解生命の化学 大学教育出版 1997
医用放射線辞典増補2版 共立出版株式会社 1997
(東京)
10.川崎祥二,漉谷光一,他 重粒子線照射による放射線損傷からの回復に関 放射線医学研究所 1997
する研究
平成8年度放射線医学研究所重粒子線がん治療
等共同利用研究報告書 P110-111
ll.川崎祥二
Ⅰ.論 文 等
著 者 名
放射線の物理 ･化学 岡山大学アイソトー 1997
基礎放射線医学(岡田 茂編) P2-20 プ総合センター
論 題 雑 誌 名 発行年
1. (森 繰代),近藤益子, 口腔腫疾術後患者の摂食障害に対するとろみ食 同大医短紀要
太田武夫,他 の導入 8:131-136
2.太田武夫,下石靖昭, 進路指導を行う高校教師の看護職についての認 岡大医短紀要
景山甚郷,渋谷光一, 識 8:43-48
唐下博子,遠藤 浩
3. (呉 鶴),
川田智恵子,他
4.川田智恵子
5. (田村 誠),
川田智恵子
6. (善福正夫),
川田智恵子
7. (善福正夫),
川田智恵子
日本の高校生における薬物使用の実態と薬物使 保健の科学
用と飲酒 ･喫煙との関係 39:421-426
健康教育から薬物乱用予防を考える 保健の科学
39:864-867
死因リスクの確率認知の構造に関する調査研究 日本公衛誌
44:558-567
学生における健康習慣と主観的健康状態の関連 学校保健研
性に関する研究 39:325-332
大学アメリカンフットボール男子部月の身体 学校保健研
的 ･精神的訴えに関わる要因の検討 39:432-437
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1997
1997
1997
1997
1997
1997
1997
8. (安酸史子),
川田智恵子
9. (河口てる子),
川田智恵子
10.川田智恵子
ll. 川田智恵子,他
12.加藤久美子
13.加藤久美子
食事自己管理の自己効力に関する糖尿病患者の 日本糖尿病教育 ･ 1997
認知と専門家の判断の比較 看護学会誌
1:96-103
インスリン依存型糖尿病患者の自尊感情と糖尿 日本糖尿病教育 ･ 1997
病コントロールの関係 看護妻会誌
1:104-110
健康教育における-ルスプロモーション 看護研究
30:3-7
1997
保健医療福祉領域での生活に関わるスケールの 平成 7-9年度科研 1998
考案 ･開発と方法の理論化 費補助金研究成果報
告書
1-97
看護学概論の展開一第2報 ｢われ-なんじ｣の 同大医短紀要
関係を理解するための看護教育面接 8:49-59
カウンセリングマインドが生まれるのを助ける 保健の科学
看護学概論の授業 39:593-598
14. (伊達 勲),浅利正二, 海綿静脈洞部巨大動脈痛の外科治療 脳卒中の外科
他 25:140-147
15.浅利正二 特集 くも膜下出血-基礎から臨床まで-, 循環科学
未破裂脳動脈癌の自然歴 17:468-471
1997
1997
1997
1997
16. (河内正光),浅利正二, 嘆神経機能を保有するtransbasalapproach VideoJournalof 1997
他 一解剖学的構造と嘆覚保存の関連性を中心に- JapanNeurosurg-
ery
5
17. (伊達 勲),浅利正二, カプセル化 NGF産生細胞脳内移植の長期効 神経組織の成長 ･ 1997
他 果 :1年間の観察 再生 ･移植
9:81-82
18. (河内正光),浅利正二, 嘆神経系を保有するfrontaltransbasalapproach 脳神経外科
他 一解剖学的構造と嘆覚保存の関連性を中心に- 25:613-619
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1997
19. (半田仁美),浅利正二, Flowfourier法による流速測定 とその応用に 岡山MR研究会誌 1997
他 ついて 7:21-25
20.(ShigekiOno), Three-dementionalanalysisofvasospastic Stroke 1997
ShojiAsari,etal. majorcerebralarteriesinratsusingcorr0-26:1631-1638
sioncasttechnique
21. (伊藤隆彦),浅利正二, Spiralscanを用いたmotorfunctionMRI 日本臨床
他 55:1679-1683
1997
22. (西尾晋作),浅利正二, 頭部外傷モデルにおけるフリー ラジカルの発生 Neurotraumatol0- 1997
他 -電子スピン共鳴法によるOHラジカルの検出- gy
19:74-78
23.(KimihisaKinoshita), ProtonMRspectroscopyofdelayedcerebral AJNRAmJ
ShojiAsari,etal, radiationinmonkeysandhumansafterbra-NeuroradioI
chytherapy 18:1753-1761
1997
24. (相原 寛),浅利正二, EPISTARを用いたnon-invasiveperfusionwei一 岡山MR研究会誌 1998
他 ghtedimaging 8:35-38
25.林 優子 腎移植後における対処および対処に影響を及ぼ 臨床透析
す要因の検討 13:117-120
26.林 優子 腎移植看護における看護婦の役割とその位置づ 岡大医短紀要
け 8:7-16
27.林 優子 腎移植後レシピエントQOL因果モデルの構成 岡大医短紀要
要素とレシピエント特性との関係 8:61-68
28.林 優子,佐藤美恵, 手術を受ける患者の術前不安の理解と看護援助 岡大医短紀要
が学んだこと-
29. (加藤晶子),林 優子, 肺気腫患者のVRS手術前後に示す反応 同大医短紀要
他 -リ-ビリ,活動,手術に焦点を当てて- 8二157-164
30.太田にわ,他 病児に付き添う母親の ｢気がかり｣からみた家 看護研究
族アセスメント 30(4):59-68
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1997
1998
31. (根本浩江),
太田にわ,他
32. (前田真紀子),
太田にわ,他
33.太田にわ
34. (木村美代子),
太田にわ
35.太田にわ
36.太田にわ,池田敏子,
大井伸子,景山甚郷,
金属直美,小林 有,
林 優子
37.池田敏子
38, (安藤佐記子),
池田敏子,他
39.猪下 光
40.猪下 光
41. 大井伸子
看護学生の援助行動 岡山県看護教育研究 1997
-共感性と援助規範意識都の関連について一 会 平成8年度
16-21
3年課程の看護学生が持つ伝統的｢家｣詣tj度意識 岡山県看護教育研究 1997
会 平成8年度
16-21
心疾患患児出産後における母子愛着形成に及ぼ 日本小児看護研究会 1997
す配偶者の支援 誌
6(2):62-69
おむつはずしが日常生活動作 (ADL)に及ぼす 看護技術 1997
効果 43(16):100-104
家族に関心を寄せて QualityNursing 1997
vo13 55
学生の自己評価による成人看護実習の到達度 岡大医短紀要 1998
-3週後 ･5週後の自己評価結果の分析- 8:147-155
看護教育におけるカリキュラム別の基礎看護教 岡大教育学研究科修 1997
青の変遷 士論文
-17年間の学生の自己評価の分析一
高齢者の主観的幸福感と看護者から見たイメー 岡山県看護教育研究 1997
ジに関する検討 会 誌
一コミュニケーション能力について80歳代と90 :28-35
歳代を比較して-
看護職における離職の実態及び離 ･転職願望と 岡大医短紀要 1997
諸要因との関係 8:69-75
看護職のキャリア意識に関する横断的研究 岡山大学文化科学研 1997
究科紀要
4:193-207
高齢者介護の様態に関する地域間比較 人間科学論究 1998
6:115-133
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42.保科英子,太田にわ, 看護学生の食品摂取量と栄養摂取状況 岡大医短紀要
太田武夫 8:77-84
43. 渡辺久美,近藤益子, 看護学生の老人施設実習前後の老人のイメージ 岡大医短紀要
太田にれ 池田敏子, 8:85-90
前田真紀子,太田武夫
44. (数野 博),頓宮廉正, 福山市の1男性から駆出された裂頭条虫につい 同大医短紀要
他 て 8:17-22
45. (斎藤哲郎),頓宮廉正, ネコから吐出されたNibeliniasumlenicolaの 岡大医短紀要
他 擬充尾虫 8:165-168
46. (JunMaki), Studiesonalterationsinacidphosphatase Trop.Med.
YasumasaTongu, activity,bodyweightandultrastructureof 39(3/4):95-100
etal. adultAngiostrongyluscantonensisin rats
treatedwithflubendazoleatasubcurative
dose
47. (斎藤哲郎),頓首廉正, 広島県福山市における飼育犬および飼育猫の外 JVM
他 部寄生虫感染状況 51(10):807-810
48. HiroshiNagata Kernvorto-parametroengeneragramatiko:SciencaRevuo
aplikoaleldirojdeinfanojdenaskelernantaj48:34-43
Esperanton
49. HiroshiNagata Anchoringeffectsinjudginggrammaticality Psychologia
ofsentencesviolatingthesubjacencycondi-40:163-171
tion.
50. HiroshiNagata A contrasteffectin judging thegram-Percept.Mot.
maticalityofsentencesviolatingthesub-Skils
jacencycondition. 86:467-475
51. 合田典子,白井喜代子, 妊産婦の自覚疲労について 岡山県母性衛生
岡崎愉加 14二18
52. 岡崎愉加,合田典子, 退院から1ヵ月健診までの裾婦と新生児の問題 岡大医短紀要
白井喜代子 8:97-106
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1997
1997
1997
1997
1998
1998
1997
1997
1998
1998
1998
53. 中田安成,他
54. 岡本 基,他
サルコイ ドー シスにおける臓器移植 日本胸部臨床
-病原体移入の可能性について :文献的考察- 59:309-316
睡眠ポリグラフ自動解析のための記録 ･解析条 同大医短紀要
件の検討 8:23-29
55. (佐藤圭子),岡本 基, 側頭葉てんかんの海馬萎縮と臨床像の検討 同大医短紀要
他 -MRIを用いた海馬萎縮の簡易評価- 8:31-35
56. (新居志郎),赤塚和也, ヒトβ-ルペスウイルスの構造と成熟 日本臨床
他
57. 崎山順子,遠藤 浩,
他
58.(MasahiroNishibori),
ShujiMori,etal,
59. (MitsuyoOkazaki),
Sekikoltoh
60.(EichiMakihata),
ShojiKawasaki,
etal.
61. (黒田昌宏),川崎祥二,
他
62.(KojiNishikawa),
ShojiKawasaki,
etal,
63.(KojiNishikawa),
ShojiKawasaki,
KoichiShibuya,etal.
56:22-28
マイクロウェーブ照射を利用 したクリュ-バ 岡大医短紀要
二 ･バレラ染色変法 8:107-112
1mmunohistochemicallocalizationofmacroIBrainRes
phagemigrationinhibitoryfactor(MIF)in 758:259-262
tanycytes,subcommisuralorganandchoroid
plexusintheratbrain
Quantitativedetectionmethodoftriglycer-∫chromatograB
idesinserum lipoproteinsandserum-free 709:179-187
glycerol by high-performance liquid
chromatography
Preoperative multidisciplinary treatment ActaMedica
wi血thyperthermiaforsofttissuesarcoma Okayama
51:93-99
1997
1997
1997
1998
1997
1997
1998
1997
Mn-SOD遺伝子導入による腫癌細胞の変化 と フリー ラジカルの臨 1997
放射線感受性の変化の関係 床
11:68-73
Influenceofcepharanthinontheintracelular Anticancer
accumulationofadriamycininnormalliver Research
celsandspleencelsofmiceinvitroandin 17:3617-3622
Vivo
lnfluenceofExtracelularlonConcentration Anticancer
on the lntracelular Accumulation of Research
Adriamycin 18:915-918
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1997
1998
64.(KojiNishikawa), InfluenceofCepharanthinandHyperthermia Anticancer 1998
ShojiKawasaki, on the lntracelular Accumulation of Research
KoichiShibuya,etal. AdriamycinandFluo3,anIndicatorofCa2十 18:1649-1654
65. 中桐義忠,東 義晴, 電子線治療における骨の線量分布に対する影響 岡大医短紀要 1997
漉谷光一,後藤佐知子, に関する検討 8二37-42
丸山敏則,杉田勝彦,
他
66. (山本尚武),中村隆夫, 多チャンネルインピーダンス測定による嚇下活 厚生省長寿科学総合 1997
他 動の検討 研究平成8年度研究
報告書
7:92-98
67. (山本尚武),中村隆夫, 嚇下活動計測のための額部電気インピーダンス 電気学会論文誌A 1998
他 118-A:210-217
68. (皿井孝明),東 義晴, 顎関節のかみしめ時における応力解析 日本機械学会論文集 1998
他 (A編)
64:99-103
69.東 義時 他 MRI画像解析による顎関節の形態評価 日本機械学会論文集 1998
(C編)
64:288-293
70.(Michinori Does Cepharanthin affect the thermalHYPERTHERMIC 1997
Yamamoto), response? ONCOLOGYIN
KoichiShibuya, JAPAN'97
ShojiKawasaki, 133-134
etal.
71.KoichiShibuya, EffectsofPKCinhibitorsonthedevelopment HYPERTHERMIC 1997
ShojiKawasaki, ofthermotoleranceontsAF8cels ONCOLOGYIN
etal. JAPAN'97
202-203
72. (MasahiroKuroda), TheeffechofMnSODgeneoverexpression HYPERTHERMIC 1997
KoichiShibuya, Onhyperthermia ONCOLOGYIN
ShojiKawasaki, JAPAN'97
etal. 216-217
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73_ (黒田昌宏),溢谷光一, Mn-SOD遺伝子導入による腫癌細胞の変化 と フリー ラジカルの臨 1997
川崎祥二,他
74.塩谷光一,東 義時,
後藤佐知子,丸山敏則,
中桐義忠,杉田勝彦,
他
75.TosbihiroMaruyama,
SachikoGoto,
YoshiharuAzuma,
YoshitadaNakagiri,
KoichiShibuya,
KatushikoSugita,
etal.
放射線感受性の変化 との関連 床
11:68-73
自作ファントムによる硫酸バ リウム製剤の濃度 岡大医短紀要 1997
及び混合比の検討 8:113-119
ThelnfluenceofFilmProcessingTempera一 岡大医短紀要 1997
tureandTimeonMammographicfilmChar- 8:12ト129
acteristics
76.丸山敏則,後藤佐知子, マ ン モ グ ラ 7 イ用 フ イ ル ム に お け る 日放技会誌 1997
東 義晴,中桐義息, Extended-cycleProcessの基礎的研究 53:1697-1704
杉田勝彦
Ⅱ.学会発表等
演 者
1.川田智恵子,他
2.(吉本照子),
川田智恵子
3.(片山千栄),
川田智恵子,他
-コントラス ト,相対感度一
演 題 学 会 名 開催年月 開催場所
企業従業月の保健行動とライフスタイ 第6回日本健康教育 1997.5 北九州
ルに関する研究 学会
在宅高齢者の保健行動と外出行動およ 第6回日本健康教育 1997.5 北九州
び交通環境の関連 学会
食品の表示に対する消費者の態度とそ 第6匝I日本健康教育 1997.5 北九州
の関連要因 学会
一都市部在住の成人女性に対する調査
から-
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4.(片山千栄),
川田智恵子,他
5.(一戸真子),
川田智恵子
6.加藤久美子
7.(IsaoDate),
ShojiAsari,etal.
8.(TetuoMakabe),
ShojiAsari,etal.
9.(Kimihisa
Kinoshita),
ShojiAsari,etal.
10.(HitomiHanda),
ShojiAsari,etal.
ll.(伊達 勲),
浅利正二,他
食品の表示に対する消費者の期待 ･意 第56回日本公衆衛生 1997.10 横浜
昧づけ 学会
一都市部在住の成人女性に対する調査
から-
生活行動パターンと医療における自己 第62回日本民族衛生 1997.11 前橋
決定との関連 学会
｢われなんじ｣の関係 と看護教育 第62回日本民族衛生 1997.11 前橋
学 会
Long-termoutcomeofsurgicaltreat一
meれtofintracavernousgiantaneur-
ySm
FunctionalMRIstudiesoflexical
processingusingJapaneseKanjiand
Kanacharacters
Protonmagneticresonancespectros-
Copicstudyofdelayedcerebralradi-
ation necrosis in monkeys and
humansafterbrachytherapy
Quantitativebloodflow measure一
mentwithphasecontrastmethod
-Experimentalstudywithphantom
modelandclinicalstudyofpatients
withocclusivediseaseofcervical
arteries-
The5thlnternati0-1997.4 博多
nalWorkshop on
Cerebrovascular
Surgery
lntemationalSoci-1997.4 バンクー バー
ety forMagnetic
ResonanceinMedi-
cine,FifthScianti-
fic Meeting and
Exhibition
lnternationalSoci-1997.4 バンクー バー
ety forMagnetic
ResonanceinMedi-
cine,FifthScianti-
fic Meeting and
Exhibition
InternationalSoci-1997.4 バンクー バー
ety forMagnetic
ResonanceinMedi-
cine,FifthScianti-
fic Meeting and
Exhibition
カプセル化 ドー パ ミン産生細胞の脳内 第5回カテコールア 1997.4 東京
移植 :パーキンソン病の治療をめざし ミンと神経疾患研究
て 会
- 10-
12.(小野成紀),
浅利正二,他
13.(伊達 勲),
浅利正二,他
14.(ShigekiOno),
ShojiAsari,etal.
15.(IsaoDate),
ShojiAsari,etal.
16.(KeisukeOnoda),
ShojiAsari,etal.
17.(Masamitsu
Kawauchi),
ShojiAsari,etal.
18.(MasatoshiYunoki),
ShojiAsari,etal.
19.(YasuhiroNoguchi),
ShojiAsari,etal.
20.(中嶋裕之),
浅利正二,他
21.(TetuoMakabe),
ShojiAsari,etal.
22.(中嶋裕之),
浅利正二,他
脳血管撃綿と転写因子 岡山VascularBio1-1997.4 岡山
ogy研究会
カプセル化した神経成長因子 (NGF) 第5回細胞療法研究 1997.4 東京
産生細胞内移植の長期効果 会
Invivoanalysisoftranscriptionfac-6th lnternationa1 1997.5 シドニー
torsinratbasilararterywithcere-ConferenceonCer-
bralvasospasm aftersubarachnoid ebralVasospasm
hemorrhage
Quantitativeandqualitativeanalysis 6th lnternational 1997.5 シドニー
of hemolysate-induced cerebralConferenceonCer-
vasospasm inratsusingcorrosion ebralVasospasm
casttechnique
Attemptedgenetherapyformonkey 6th lnternational 1997.5 シドニー
vasospasmmodel ConferenceonCer-
ebralVasospasm
Effectofhypothermiaandrewarm-loth International1997.5 ヴァー ジニア
ingoncerebralelectrophysiologicalSymposiumonlnt-
functionintransientischemia racranialPressure
Effects of lecithinized SOD on loth International1997.5 ヴァー ジニア
sequentialchangeinSOD activity SymposiumonInt-
aftercerebralcontusioninrats racranialPressure
Effectsofbrainsurfacecoolingof lO也 International1997.5 ヴァー ジニア
cerebralischemiaincats Symposiumonlnt-
racranialPressure
眼嵩 内hemorrhagiclymphangioma 第25回日本小児神経 1997.5 久留米
の1例 外科学研究会
FunctionalMRIstudiesoflexicalThirdlnternational1997.6 コペンハー ゲン
processingusingJapaneseKanjiand HumanBrainMap-
Kanacharacters ping
頭蓋内上衣腫の脊椎管内dropmetas-第12回日本脊髄外科 1997.6 大阪
tasisの3例 研究会
- ll-
23.(田宮 隆),
浅利正二,他
24.(中嶋裕之),
浅利正二,他
25.(伊達 勲),
浅利正二,他
26.(相原 寛),
浅利正二,他
27.(中島正明),
浅利正二,他
28.(小野成紀),
浅利正二,他
29.(柚木正敏),
浅利正二,他
30.(Masaaki
Nakajima),
ShojiAsari,etal.
31.浅利正二,他
32.(柚木正敏),
浅利正二,他
海綿静脈洞に進展した巨大下垂体腺腫 第9回日本頭蓋底外 1997.6 札幌
に対するextraduraltempolopolar 科研究会
approach
巨大斜台部脊索腫の1例 第9回日本頭蓋底外 1997.6 札幌
科研究会
カプセル化NGF産生細胞脳内移植の 第12回神経組織の成 1997.6 京都
長期効果 :1年間の観察 長 ･再生 ･移植研究
A
こZミ
EPISTARを用いたnon-invasive 第15回岡山MR研 1997. 7 岡山
perfusionweightedimaglng 究会
脳血管撃編における加齢の影響 第13回スパズム ･ 1997.7 京都
脳脊髄液を介 したNFkBおとり核酸 第13回スパズム ･ 1997.7 京都
による脳血管撃縮の遺伝子治療 シンポジウム
脳挫傷後SOD活性に対するレシチン 第8回中国四国生体 1997.8 岡山
化 SODの効果 ラジカル研究会
Effect of aging on cerebralASITN/WFITN 1997,9 ニュ十]-ク
vasospasmaftersubarachnoidhem-(AmericanSociety
orrhageinrabbits of lnterventional
and Therapeutic
Neuroradiology/
World Federation
of lnterventional
and Therapeutic
Neuroradiology),
Scientific Confer-
ence1997
未破裂脳動脈癌の自然歴からみた手術 第56回日本脳神経外 1997.10 大阪
適応基準 科学合挽会
脳挫傷後SOD活性に対するレシチン 第56回日本脳神経外 1997.10 大阪
化 SODの効果 科学全線会
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33.(半田仁美),
浅利正二,他
34.(伊藤隆彦),
浅利正二,他
35.(小野成紀),
浅利正二,他
36.(柚木正敏),
浅利正二,他
37.(真壁哲夫),
浅利正二,他
38.(相原 寛),
浅利正二,他
39.(伊藤隆彦),
浅利正二,他
40.(柚木正敏),
浅利正二,他
41.(河口てる子),
林 優子,他
42.(前田真紀子),
太田にわ,他
43.(渡辺裕子),
太田にわ,他
44.太田にれ 他
Phasecontrast法による血流測定に 第56回日本脳神経外 1997.10 大阪
おける撮像条件の検討とその臨床的有 科学会総会
用性について
高解像度MRAによる内頚動脈痛の 第56回日本脳神経外 1997.10 大阪
検出 科学全紙合
一Duralringとの位置関係の検討一
NFkBオリゴDNA-リポゾーム複合 第56回日本脳神経外 1997.10 大阪
体による脳血管撃痛の遺伝子治療 科学会総会
脳挫傷後におけるSOD活性および 第9回日本脳循環代 1997.11 東京
Cu,Zn-SODmRNA発現の経時的変 謝学会総合
化の検討
脳functionalMRIによる日本語の読 第21回 日本脳神 経 1998.2 札幌
みと語葉記憶の機構 CI学会総会
虚血性脳血管疾患における血行再建術 第21回 日本脳神 経 1998.2 札幌
前後のMRperfusionimageによる評 CI学会総会
価
Gd-DTPAを用いた高分解能MRAに 第21回 日本脳神 経 1998.2 札幌
よる内頚動脈癌の描出 CI学会総会
脳挫傷後CuZn-SODmRNAの発現に 第21回日本神経外傷 1998.3 京都
ついて 研究会
-insituhybridizationによる検討一
患者教育における行動変容への ｢とっ 第17回日本看護科学 1997.12 東京
かかり行動｣と ｢看護ケア｣の検討 学会
3年課程の看護学生が持つ伝統的｢家｣ 第28回日本看護学会 1997.8 大阪
制度意識 集録看護教育
小児看護に従事する看護婦が認識する 第4回日本家族看護 1997.9 愛知
家族援助の困難性 学会
小児看護領域における看護婦の家族援 第4回日本家族看護 1997.9 愛知
助に関する判断 学会
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45.太田にわ,他
46.猪下 光
47.猪下 光,池田敏子,
中西代志子,
渡辺久美,太田にわ,
近藤益子
48.NobukoOhi,
NiwaOhta,etal.
49.大井伸子
50.大井伸子,他
岡山市における乳幼児の母親のス トレ 第4回岡山県保健福 1998.2 岡山
スと家族特性に関する研究 社学会
看護職における職業性ストレス認知の 第28回日本看護学会 1997.9 千葉
継時的推移より分析した看護職のキャ ー看護管理-
リア形成
高齢者の ｢おしゃれと身だしなみ｣の 第28回日本看護学会 1997.10 愛媛
意識と行動および諸要因との関係 一老人看護-
Theanalysisonthechildsupportin SecondAsian 1997.9 Singapo-
thecommunity PacificPeadiatric re
Nursing
Conference
地域における高齢女性の生活行動 と介 第38回日本母性衛生 1997.10 鹿児島
護役割 学会
-水戸市内一地区を事例 として-
女子大学生の母性意識の発達について 第38回日本母性衛生 1997.10 鹿児島
の一考察 学会
51.中西代志子, 高齢者の生きがいの変化に関する研究 日本老年看護学会 1997.11 東京
太田にわ
52.中西代志子,
林 優子,金尾直美,
渡辺久美,保科英子
53.(近藤由紀子),
保科英子,他
54.渡辺久美,池田敏子,
中西代志子,
猪下 光,他 6名
腎臓と医療に不満を抱 く腎移植者 6事 第5回臨床看護研究 1998.3 岡山
例の分析 学 会
オストメイトケアの問題点と今後の方 第15回日本ス トー マ 1998.2 横浜
向性 リハビリテーション
学会
老人の退院時における生きがいと生活 第28回日本看護学会 1997.10 愛媛
行動および生活信条との関連 (老人看護)
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55.渡辺久美,林 優子, 腎移植後人生に対する感じ方が否定的 第5回臨床看護研究 1998.3 岡山
中西代志子, に変化した3事例 学会
金尾直美,保科英子
56.(SetuoSuguri), Nucleotidesequencesofasegment 第66回日本寄生虫学 1997.4 千葉
YasumasaTongu, ofCOIgenesofDiy10filariaimmitis 会大会
etal.
57.合田典子,
白井喜代子,
岡崎愉加
58.(MikioKataoka),
〉YasunariNakata,
etal.
andRay7%Onimusmen-canus
妊産婦の自覚疲労について 第14回岡山県母性衛 1997.11 岡山
生学会
Familialoccurrenceofsarcoidosisin InternationalCong-1997.9 Essen,
Japanandanalysisofgeneticinflu-ressonSarcoidosis, Gemany
ence Granulomatous
andVasculiticDis-
orders.5thWASOG
Meeting
59.(JunichiHiramatu), DNAofPropionibacteriumacnesin lnternationalCong-1997.9 Essen,
YasunariNakata, BAL celsinsarcoidosispatients ressonSarcoidosis, Germany
etal.
60.(平松順一),
中田安成,他
61.(片岡幹男),
中田安成,他
62.(岡崎和徳),
中田安成,他
63.(平松順一),
中田安成,他
detectedbynestedPCR Granulomatous
andVasculiticDis-
orders.5thWASOG
Meeting
サルコイ ドー シスの経過中に慢性 リン 第17回日本サルコイ 1997.9 札幌
パ球性白血病と肺扇平上皮癌を合併し ド-シス学会総会
た1例
シンポジューム サルコイ ドー シスの 第17回日本サルコイ 1997.9 札幌
病因論 :サルコイ ドー シス病態への ド-シス学会総会
Propionibacteriumacnesの関与
皮下結節を呈したサルコイ ドー シスの 第17回日本サルコイ 1997.9 札幌
4例 ドー ンス学会総合
PCR法,insituhybridization法によ 第38回日本呼吸器学 1998.3 熊本
るサ症BALF中のDNAの検出 会総合
- 15-
64.岡本 基,森 秀治 テクニカルセミナー｢Primaryculture 第24回岡山大学脳研 1997.7 岡山
による神経細胞の実験｣ 究セミナー
65.岡本 基,他
66.MotoiOkamoto,
Sekikolto,
ShujiMori,etal.
67.(NaokiNakaya),
JunkoSakiyama,
etal.
若年成人における覚醒時α波出現量 第27回日本脳波一筋 1997.11 福岡
と徐波睡眠量の関係 電図学会
Facilitationofmotorevokedpoten-TheSixthlnterna-1998.3 0kazaki
tialsofmagneticperipheralnerve tionalEvokedPot-
Stimulationbyvoluntarymusclecon-entialsSymposium
traction
The Expression of a Serine SocietyforNeuros11997.10 New
ProteinaselnhibitorSP1-3mRNAin cience Orleans
PostnatalandinlschemicMurine
Brain
68.森 秀治,岡本 基, 組み換え型コア蛋白質および抗ペ7サ 第44回日本臨床病理 1997.10 神戸
伊藤音子,-村光子, ド抗体を用いたホスファカンの酵素免 学会総会
唐下博子,崎山順子, 疫測定
中田安成,遠藤 浩
69.(安藤由智), 99mTc-MIBI,99mTc-TFのEhrlich腹 第56回日本医学放射 1997.4 横浜
川崎祥二,他 水癌薬剤耐性細胞における細胞内集積 線学会総会
の検討
70.川崎祥二,溢谷光一, 重粒子線に対す るNIH3T3細胞の 日本医学放射線学会 1997.4 横浜
他 PLDRと細胞周期依存性 第36回生物部会学術
大会
71.(YositomoAndo), IntracelularaccumulationofT1-201 44thAnnualMeet-1997.6 San
ShojiKawasaki, andTc-99mMIBIinEhrlichascites ingofSocietyof Antonio
etal. tumorcels NuclearMedicine (USA)
72.(堀 靖治),
川崎祥二,他
73.中村隆夫,他
マウス白血病細胞の殺細胞効果に対す 第14回日本-イパー 1997.9 京都
る温熱処理 とア ドリアマイシンの併用 サー ミア学会
効果
血管モデル内の血液の乱流状態におけ 第36回 日本 ME学 1997.5 松本
る血液の電気インピーダンス 会大会
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74.(山本尚武),
中村隆夫,他
75.(梅原俊昌),
中村隆夫,他
76.中村隆夫,他
77.Takao Nakamura,
etal.
78.(P.ÅkeOberg),
インピーダンス咽頭図(IPG)による蟻 第36回 日本ME学 1997.5 松本
下活動の評価 会大会
噴下活動評価のための多チャンネルイ 電子情報通信学会 1997.7 徳島
ンピーダンス測定によるIPGの検討 MEとバイオサイバ
ネティックス研究会
狭窄がある血管モデル内の流動血液の 電子情報通信学会 1997.7 徳島
電気的特性と光学的特性 MEとバイオサイバ
ネティックス研究会
OpticalandElectricallmpedance theWorldCongre- 1997.9 フランス
CharacteristicsofFlowingBloodin ssonMedicalP血y- ニース
anArtificialVessel sicsandBiomedic-
alEngineering
OpticalandElectricalCharacteris一也e3rdlntemation- 1997.9 イタリア
TakaoNakamura, ticsofMovingErythrocytes alConference on サンレモ
etal.
79.(須古敏行),
中村隆夫,他
80.(柏原俊昌),
中村隆夫,他
81.(植原俊昌),
中村隆夫,他
82.東 義時,他
CelularEngineeing
額部電気インピーダンスの同時測定に 平成9年度電気 .情 1997.10 東広島
よる噴下活動の検討 報関連学会中国支部
連合大会
多チャンネルインピーダンス測定にお 平成9年度電気 ･情 1997.10 東広島
ける生体の線形性についての検討 報関連学会中国支部
連合大会
多チャンネルインピーダンス測定のた 第30回 日本ME学 1997.11 新居浜
めの生体の線形性に関する検討 会中国四国支部大会
顎関節の開口過程におけるMRI画像 第10回バイオエンジ 1998.1 広島
解析 ニアリング講演会
83.塩谷光一,川崎祥二, プロテインキナーゼ阻害剤の温熱耐性 日本医学放射線学会 1997.4 横浜
他 抑制効果 第36回生物部全学循
大会
84.(黒田昌宏), Mn-SOD遺伝子治療のための基礎研 日本医学放射線学会 1997.4 横浜
泣谷光一,川崎祥二, 究(第三報) 第36回生物部会学術
他 大会
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85.溢谷光一,川崎祥二, 温熱耐性発現におけるPXC阻害剤の 第14回日本-イパー 1997.9 京都
他 影響 サー ミア学会
86.(黒田昌宏), MnSOD遺伝子導入に伴う温熱療法の 第14回日本-イパー 1997.9 京都
溢谷光一,川崎祥二, 効果の修飾 サー ミア学会
他
87.(山本道法), Invivoにおけるセファランチンの温 第14回日本-イパー 1997.9 京都
溢谷光一,川崎祥二, 熟増感効果,温熱耐性抑制効果の検討 サー ミア学会
他
88.(宮原智則), 自作ファントムによる硫酸バリウム製 日本放射線技術学会 1997.9 高松
泣谷光一,中桐義忠, 剤の濃度および混合比の検討 中国 ･四国部会第38
他 回学術大会
89.(黒田昌宏), Mn-SOD遺伝子導入による温熱療法 第89匝l日本医学放射 1997.11 松江
溢谷光一,川崎祥二, の効果の修飾 線学会中国Eg国地方
他 会
90.後藤佐知子, Ⅹ線乳房 撮影 にお け るExtended- 日本放射線技術学会 1997.4 横浜
丸山敏則,東 義暗,cycleProcess 第53匝Ⅰ給金学術大会
中桐義忠,杉田勝彦,
他
91.後藤佐知子, マンモ用フイルムにおける粒状性の測 日本放射線技術学会 1997.4 岡山
丸山敏則,東 義時, 定 中国支部研究発表会
中桐義忠,杉田勝彦,
他
Ⅳ.講 演
演 者 演 題 講 演 会 名 講演年月 場所
1.川田智恵子 看護研究 :問題意識の発生から研究計 岡山大学付属病院看 1997.5 岡山
画作成までのプロセス 護部教育特別講演
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2.川田智恵子
3.川田智恵子
4.川田智恵子
5.川田智恵子
6.川田智恵子
7,川田智恵子
8.太田武夫
9.太田武夫
10.池田敏子
ll.中田安成
12.岡本 基
Theapplicationofhealthpromotion lnternationalSym-1997.6 台北
topatienteducation posium onHealth
Promotion(Natio-
nalSchoolHealth
Association,Repu-
blicofChina)
健康教育の今後の課題 生涯学習研修会 1997.7 新潟
(新潟県栄養士会)
健康教育の考え方とその評価について 熊本県 ･健康教育技 1997.8 熊本
術研修会
Diabeteseducationfromperspective The 8th Korean 1997.9 ソウル
ofhealtheducation DiabetesEducator
Seminar (Korean
Diabetes Associa-
tion)
健康教育の考え方とその評価について 福岡県 ･平成 9年度 1997.11 福岡
中堅保健婦研修会
市民サービスの視点に立った地域保健 横浜市 ･地域保健段 1998.1 横浜
活動の展開と行政の役割 階別研修会
看護研究の進め方 岡山大学医学部附属 1997.7 三朝
痛院
三朝分院看護部
特別講演
作業環境管理 岡山県医師会 1998.2 倉敷
倉敷市医師会産業医
研修会
看護技術の再考と看護判断 岡山県看護協会
専門性を高めるため
の教育
1997.8 岡山
サルコイ ドー シスの病因と臨床 香川県呼吸器懇話会 1997.9 高松
体 と心のバランスでス トレス解消 男女共生セミナー 1997.8 玉野
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13.川崎祥二
14.中桐義忠
温熱化学療法(基礎面)
放射線治療における技術的諸問題
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第9回-イパーサー 1997.9 京都
ミア講習会
日本放射線技師会中 1997.9 松江
国地区研修会
